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十
行
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内
で
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解
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用
紙
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②
　
二
つ
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に
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け
て
書
く
こ
と
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一
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は
、

ア
と
イ
の
う
ち
、

ど
ち
ら
の
立
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に
賛
成
か
を
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こ
と
。

ま
た
、

そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

④
　
二
つ
目
の
段
落
に
は
、

予
想
さ
れ
る
反
論
と
、

そ
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
、

具
体
的
に
書
く
こ
と
。

ア　体験や見学を中心に参加する

・消火や救助などの訓練を、体験したり見

学したりする

・災害のときの行動を、自分の身につけら

れる

イ　運営を手伝いながら参加する

・大人といっしょに、受付・案内・声かけ

などを手伝う

・地域の一員として、役立つよろこびを感

じられる

【資料1】地区の防災訓練のようす

参加者の平均年れい ・・・58さい

参加する小学生 ・・・全体の約1割

「若い世代に参加してほし

い」住民

・・・85%

※この地区の調査より（この資料は学習用のも

のです）

【資料2】小学生が防災訓練でやって

みたいこと（120人）

46%

31%

23%

消火・救助などの体験

55人（46%）

受付や案内の手伝い

37人（31%）

見学だけしたい

28人（23%）

問
題あ

な
た
の
住
む
地
区
で
は
、

毎
年
、

地
域
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

参
加
す
る
の
は
大
人
や
お
年
よ
り
が
中
心
で
、

若

い
世
代
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、

小
学
生
に
も
参
加
を
よ
び
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
、

あ
な
た
は
小
学
生
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
参
加
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
か
。

「
ア
：

消
火
や
救
助
な
ど
の
体
験
や
見
学
を
中

心
に
参
加
す
る
」
と
「
イ
：

受
付
や
案
内
な
ど
の
運
営
を
手
伝
い
な
が
ら
参
加
す
る
」
の
、

ど
ち
ら
の
立
場
で
す
か
。

資
料
を
参
考
に
、

自
分

の
考
え
と
そ
の
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
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地
域
の
防
災
訓
練
に
、

小
学
生
は
ど
の
よ
う
に
参
加

す
べ
き
か
？
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解答例・指導のポイント 地域の防災訓練に、小学生はどのように参加すべきか？

解答例１

わたしは、イの運営を手伝いながら参加するという立場に賛成です。資料1を見ると、この地区の防災訓練は参加者の平均年れいが五十八さいと高く、住民の八割以上が

若い世代の参加を望んでいることがわかります。小学生が受付や声かけを手伝えば、訓練に活気が生まれ、地域の力になれると考えるからです。

たしかに、資料2のように、消火や救助の体験をやってみたい人も多く、運営は小学生には難しいという反論が考えられます。しかし、大人といっしょに、できる範囲の

受付や案内を受け持てば、安全に手伝えます。手伝いながらでも、災害への備えは十分に学べると思います。

解答例２

わたしは、アの体験や見学を中心に参加するという立場に賛成です。資料2を見ると、小学生の半分近くが、消火や救助などの体験をやってみたいと思っていることがわ

かります。まずは自分の身を守る行動を、体験を通してしっかり身につけることが、いちばん大切だと考えるからです。

たしかに、資料1のように、地域は若い世代に運営の力も期待しています。手伝わないのは申し訳ないという反論もあるでしょう。しかし、小学生がきちんと備えを学

び、いざというとき自分で動けることこそ、地域全体の安全につながります。まずは学ぶことを優先すべきだと思います。

指導のポイント

標準学調6年の完全型（④＝予想される反論への応答）。第二段落に『たしかに〜しかし〜』の反論応答が入っているかを必ず見る。

第一段落は立場＋理由＋資料の引用（資料1の高年齢・参加希望／資料2のやりたいこと）。

地域×防災の題材。ア・イどちらでも、反論（運営は難しい／学びを優先すべき）を具体的に想定し答えられていれば高評価。形式も確認する。

School Stock｜学校現場で使える無料の教材・素材集

自分が現場で使うことを念頭においた教材を作成・共有しています。登録不要・無料

でお使いいただけますが、先生方の良心を信じて配布しています。最新の教材や、ほ

かの教科のプリントは、noteマガジンからご覧いただけます。

https://note.com/tozaki_edu/m/maab6a89240fa

作成者

外﨑 顯博（とざき あきひろ）　福岡県出身。2017年より福岡県の公立小学校教員として

勤務。校内のICTコーディネーターとして授業でのICT活用を推進。Google認定教育者・

GEG Chikuho（Google Educator Group）リーダー。教材の開発・監修、教員向けの生

成AI・教育DX研修に取り組む。

連絡先：EdtechChikuho@gmail.com ／ X：@Tozaki_edu ／ note：

note.com/tozaki_edu ／ Facebook：facebook.com/profile.php?

id=100013297578450

公式LINE

【ご利用にあたって】本プリントは、学校・家庭・学習支援の場での教育目的に限り、自由に印刷・配布してお使いいただけます。無断での販売、Webサイト等への転載・再配布、自作教材としての公開はご遠慮ください。文章・図

表・データは School Stock のオリジナルです。

時事作文 No.25　© School Stock


